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令和２年第４回幸田町議会定例会会議録（第５号） 

────────────────────────────────────────────────── 

 議事日程 

  令和２年１２月１４日（月曜日）午前９時００分開議 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 第66号議案 幸田町会計年度任用職員の給与、旅費及び費用弁償に関する条例の 

           一部改正について 

     第67号議案 愛知県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少 

           及び愛知県市町村職員退職手当組合規約の変更について 

     第68号議案 幸田町の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公営に関する 

           条例の制定について 

     第69号議案 幸田町火災予防条例の一部改正について 

     第70号議案 幸田町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条 

           例の一部改正について 

     第71号議案 幸田町住民広場の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

     第72号議案 幸田町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する 

           基準を定める条例の全部改正について 

     第73号議案 幸田町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 

           の全部改正について 

     第74号議案 幸田町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め 

           る条例の全部改正について 

     第75号議案 幸田町障害者地域活動支援センターの設置及び管理に関する条例の 

           一部改正について 

     第76号議案 幸田町新型コロナウイルス感染症対策条例の制定について 

     第77号議案 幸田町都市施設整備基金条例の一部改正について 

     第78号議案 幸田町下水道事業受益者負担金及び分担金に関する条例等の一部改 

           正について 

     第79号議案 財産の取得について（ＧＩＧＡスクールＰＣ その２） 

     第80号議案 字の区域の設定及び変更について 

     第81号議案 指定管理者の指定について（ハッピネス・ヒル・幸田） 

     第82号議案 指定管理者の指定について（幸田町高齢者生きがいセンター及び幸 

           田町高齢者ふれあいプラザ） 

     第83号議案 令和２年度幸田町一般会計補正予算（第６号） 

     第84号議案 令和２年度幸田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した案件 

  議事日程のとおり 

────────────────────────────── 

    出席議員（１５名） 
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  １番 田 境   毅 君  ２番 石 原   昇 君  ３番 都 築 幸 夫 君 

  ４番 鈴 木 久 夫 君  ５番 伊 澤 伸 一 君  ６番 黒 木   一 君 

  ７番 廣 野 房 男 君  ８番 藤 江   徹 君  ９番 足 立 初 雄 君 

  10番 杉 浦あきら 君  11番 都 築 一 三 君  12番 水 野千代子 君 

  13番 笹 野 康 男 君  15番 丸 山千代子 君  16番 稲 吉 照 夫 君 

    欠席議員（０名） 

────────────────────────────── 

  地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名 

町 長 成 瀬  敦 君 副 町 長 大 竹 広 行 君 

教 育 長 小 野 伸 之 君 企 画 部 長  薮 田 芳 秀 君 

参事（企業誘致担当） 夏 目 隆 志 君 総 務 部 長  志 賀 光 浩 君 

参事（税務担当） 山 本 智 弘 君 住民こども部長 牧 野 宏 幸 君 

健康福祉部長  林  保 克 君 環境経済部長  鳥 居 栄 一 君 

建 設 部 長  羽 根 渕 闘 志 君 教 育 部 長  吉 本 智 明 君 

上下水道部長  太 田 義 裕 君 消 防 長 都 築 幹 浩 君 

────────────────────────────── 

  職務のため議場に出席した議会事務局職氏名 

   事 務 局 長 山 本 富 雄 君 

────────────────────────────── 

○議長（稲吉照夫君） 皆さん、おはようございます。 

   早朝より御審議、御苦労さまです。 

   ただいまの出席議員は１５名であります。定足数に達しておりますから、これより本

日の会議を開きます。 

                             開議 午前 ９時００分 

○議長（稲吉照夫君） 本日、説明のため出席を求めた者は、理事者１４名であります。 

   議事日程は、お手元に配付のとおりでありますから、御了承願います。 

────────────────────────────── 

  日程第１ 

○議長（稲吉照夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名をします。 

   会議規則第１２７条の規定により、本日の会議録署名議員を、１番 田境毅君、２番 

石原昇君の御両名を指名します。 

──────────────○─────────────── 

  日程第２ 

○議長（稲吉照夫君） 日程第２、第６６号議案から第８４号議案までの１９件を一括議題

とします。 

   説明は終わっておりますので、これより質疑を行います。 

   質疑の方法は、議案番号順に従い、通告順とします。 

   発言は、会議規則第５５条及び第５６条の規定により、１議題につき１５分以内とし、

質疑の回数の制限は行いません。 
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   理事者の答弁時間の制限はありませんが、議員の発言時間の制限に鑑み、簡明なる答

弁をお願いします。 

   １２月１１日の本会議で第８３号議案の途中までの質疑は終わっております。よって、

本日は、第８３号議案に係る質疑から行います。 

   ９番、足立初雄君の質疑を許します。 

   ９番、足立君。 

○９番（足立初雄君） 別冊の予算書の１３ページでありますが、１５款、１０項、４０目

企画費の三河町村広域交流事業委託料についてであります。 

   この事業で、広域交流推進協議会の設立を目指すというふうに聞いております。広域

交流推進協議会のメンバー、またどんなことを協議するのかなどの構想について説明を

お願いします。また、今回の２００万円の委託料、これについてのどのようなものをど

こへ委託をするのかというような内容について説明をお願いしたいと思います。さきの

伊澤議員の質問での答弁と重複するところは省略していただいて結構でありますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（稲吉照夫君） 企画部長。 

○企画部長（薮田芳秀君） 今回、補正予算におきまして三河の町村間におきます広域交流

推進協議会、こういったものの設立、そして、また執り行いますガイドブック等の作成

につきましての補正予算のお願いをさせていただいているところでございます。 

   三河町村広域交流推進協議会、これにつきましては、奥三河にございます設楽町、東

栄町、豊根村とそして幸田町の３町１村の首長とそして各町村の担当部局として企画関

係部局ですね、こういったところが窓口となって協議会のほうのメンバーを構成してい

く予定でございます。協議会におきましては、構成の町村におきまして、お互いの町村

が持ってみえる資源を有効活用いたしまして、お互いの住民が行き来できるような仕組

み作り、経済の活性化につながるような事業内容の協議をしていきたいというふうに考

えているところでございます。 

   そして、今回の具体的な予算に関わる部分でございますが、東三河の町村へ出かけて

いただくようなガイドブック等の作成を考えているというものでございます。東三河の

豊かな自然ですとか、伝統文化、観光、イベントのほか幸田町のつながり、こういった

ものもひも解きながら、文化の違いなども調べて取りまとめていければというふうに思

っております。ガイドブックにつきましては、はっきりとした仕様はまだ決まっていな

いところではございますけれども、３０ページほどで本町の情報も含めた写真ですとか

解説、コラム等を掲載いたしまして、各機関を通じまして広く住民の方へ配布していき

たいというふうに考えておりますので、１万部程度ぐらいの印刷を想定をしていくとい

うことでございます。 

   そして、作成に当たってなんですけれども、これにつきましては、現在、設楽町に派

遣されてみえます設楽町地域おこし協力隊の方で、奥三河の事情にも詳しく、そして幸

田町にもゆかりのある方がお見えですので、こういった方を想定いたしまして、取材で

すとか、原稿の執筆、写真の撮影ですとか、企画編集などを委託していきたいというふ

うに考えているところでございます。そのための費用といたしまして２００万円という



- 4 - 

ことで計上させていただいているところでございます。 

○議長（稲吉照夫君） ９番、足立君。 

○９番（足立初雄君） 大体内容は分かりました。しかし、先ほどの、先日伊澤議員も指摘

されたわけでありますけれども、観光ガイドブックというものはそれぞれの自治体で既

に作成はされていると思います。今回幸田町が町外の地域まで含めたガイドブックを作

成するということのようでありますけれども、これは今までには例がないことであろう

というふうに思います。本町も含めてというようなお話もありましたが、有料なのか無

料なのか、どういうところに配布をされるのか、また町民にとってどのようなメリット

が期待されるのか、そのようなことについてお話をいただきたいと思います。 

○議長（稲吉照夫君） 企画部長。 

○企画部長（薮田芳秀君） この予算を執行させていただくに当たりましての成果物として

のイメージというものの中では、ガイドブックの作成というこれにつきましては、今年

度は主にこの内容の取材ですとか、原稿執筆、写真撮影等の具体的なガイドブックを作

成するに当たりましての編集、それから内容の決定などについて執り行っていきたいと

いうふうに考えているところでございまして、基本的には、これは部数的には全戸配布

並みの部数を作成をいたしまして、またいろいろな団体の方々にも、同じ物になってし

まうかもしれませんけれども、説明も加えながら配布のほうをしていきたいというふう

な考え方でおります。 

   幸田町にとってのメリットというような考え方でございますが、お互いの住民が行き

来できるような仕組みをまずは行政が作っていくということでありまして、そして、そ

の後は民間レベルでの経済の活性化につながっていくことも期待していくということで

ございまして、あと東三河の町村に幸田町の魅力を発信しながら、幸田町にも関心を持

っていただいて、幸田町に来町される人としての交流人口も増やしていければというふ

うにも思っておりますし、それから幸田町民の方に対して、東三河の町村におきます豊

かな自然ですとか、花祭とかが有名ですけれども、そういった伝統文化、そして観光、

イベントなどの情報なども網羅させていただきまして、町民の心の憩いの場としてお出

かけしてもらうようなイベント、例えば山の暮らし体験ですとか、親子や小中学生によ

るキャンプですとか、星を見る会など、こういったような交流イベントなどもその先に

やっていけるといいのかなというふうに思っております。そして、また東三河の町村へ

幸田町の情報を発信する機会が増えるということになりまして、改めて幸田町民の方々

につきましても自分たちの町を見直して、新たな発見などをしながら町に対する愛着心

といいますか、そういったものも醸成していくことができればなというふうに考えてい

るところでございます。 

○議長（稲吉照夫君） ９番、足立君。 

○９番（足立初雄君） 大体分かりました。 

   幸田町も、周囲は山に囲まれた緑の多い住みやすい町であります。しかし、天の川は、

私たちが子どもの頃に比べるとほとんど見えなくなっております。 

   徒然草というのを私が読んでましたら、その中に中国の魏の時代の竹林の七賢の一人

がおっしゃった言葉が載っておりました。嵆康という方なんですが、「三沢に遊びて、



- 5 - 

魚鳥を見れば、心楽しぶ」とおっしゃったそうです。これを書いたのはそれから１００

０年ぐらい後の吉田兼好の時代なんですが、この吉田兼好も、「人遠く、水草清き所に

さまよひありきたるばかり、心慰むることはあらじ」というふうに書いております。人

間の心というのは、その昔も現代も変わっていない、相通じるものがあるんだなという

ことを私も思っているところでありますが、東三河の、奥三河といいますか、よいとこ

ろを見て、そして私たちの町民が幸田町のよさを再発見できてくれればというお話があ

りました。ぜひ、そういうガイドブックにしていただきたいなというふうに思うところ

であります。 

   それで、お考えを尋ねるわけでありますが、来年度以降、今後の費用負担はどのよう

になるのか。今、来年度予算のことも考えておられると思いますが、お考えがありまし

たらお伺いをしたいと思います。 

○議長（稲吉照夫君） 企画部長。 

○企画部長（薮田芳秀君） 今、議員のほうから人生の生き方に関します様々な故人の言葉

の紹介をいただいたところであるかなというふうに思います。私どももこの事業を進め

るに当たりまして、やっぱり町民の方がいろいろな生き方、人生の楽しみ方というのが

あるのかなというふうに思うわけでございます。その中の一つとして、例えば奥三河の

方々との一つの交流ですとか、自然を見るというような、紹介をすることによって町民

の生き方に対しましても一つの方向性を投げさせていただきながら、町民の方が豊かに

過ごせるようなことの一助になっていただければ、これが幸いかなというふうに思って

いるところでございます。 

   そして、今後の予算の部分でございますが、まず今年度におきまして広域交流推進協

議会の設立を働きかけていくというところでございます。そして、具体的には、このも

のに関しましての今のところの予算的なものについて確保していくという、今のところ

の考え方はないわけでございますけれども、ガイドブックは町がこの事業を町民のため

に進めていくために、交流の機運を高めるために予算を確保して、町民のためにガイド

ブックを作るということでございます。 

   そして、今後の負担割合等につきましても、これは今後の協議会の中で具体的に予算

を持つ形で事業を行っていくものであれば、これは応分の負担をこの町村間の間で持ち

ながら、協議会の名前で行う事業を執り行っていくこと、これも一つだと思いますし、

基本的には今までのそれぞれの町村におきまして従来の交流イベントなどを行っている

ようなものもあるかと思いますので、そういったものはそれぞれの市町におきましての

事業はやっていただきながら、例えばそこに関しまして幸田町にも、今まで例えば東三

河だけで行っていたものに関する情報を幸田町にも頂くとか、そういった形で町民に対

してもＰＲできていくのであれば、それに対する費用助成なども必要に応じて行うこと

も、これは考えていくこともあるのかなというふうに思っているところでございます。 

○議長（稲吉照夫君） ９番、足立君。 

○９番（足立初雄君） まだ具体的な予算計上は考えていないというお話でありました。し

かし、協議会を設置するにはそれなりのお金が要るのではないかなということも思って

おります。 
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   少しお願いをしておきたいわけでありますが、今、深溝の周遊ラリーが大変人気がよ

いということである、大変うれしいことなのでありますが、予算が不足してきまして、

１,０００円の割引券が抽せんになりますというお話が来ております。こういう場合は、

やはり予算をどこかから流用する、あるいは予備費を使って当初の計画を全うしていた

だきたいというふうに私は思うわけであります。今後こういう協議会を作って、いろい

ろな予算を立てられると思いますけれども、やはり、途中で予算が足りなくなって縮小

や廃止というような、そういう事態にならないようにしっかりと計画を立ててやってい

ただきたいというふうに思うわけであります。町が立てた計画が計画倒れになってとい

うようなことは、これは行政への不信感を抱くもとになると思うんです。だから、しっ

かりと行政がやることは間違いなんだという、そういう計画を立てて実行をしていただ

きますようにお願いをいたしておきます。 

   それから、次に、１５ページ、２５款、１０項、１０目保健衛生総務費の救急一次医

療対策事業負担金の質問でありますが、これは当初予算で９４６万５,０００円の計上

をしております。今回、新型コロナウイルスの影響で患者が減少して、まずその減少補

填をするということを聞いておりますが、この影響額はどのぐらいであったのか。当初

予算で９４０数万、今回は７４８万７,０００円ですか、大変高額なお金になっており

ます。相当不足しているんだろうなということを思うわけであります。この事態になる

に至るまでに何か対策は立てられたのか、それについてもお伺いをしたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

○議長（稲吉照夫君） 企画部長。 

○企画部長（薮田芳秀君） 今、議員のほうから、先回の補正予算でお願いいたしておりま

した三ヶ根周遊のスタンプラリーですね。こちらのほうは確かに住民の方々に大変御活

用いただいているかなというふうに思っているところでございます。予算的には、なく

なるとかということではないのではないかなというふうに思っておりますが、ただ、コ

ロナ禍のこともございまして、なかなか飲食店等で使うためのそういった意味での券が

出しにくくなってきているようなことは確かに聞いてはいるところでございます。いず

れにいたしましても、今回の広域交流のことも、そしてスタンプラリーのこともそうで

すけれども、やはり目的を達成するために予算化をさせていただいているものでござい

ますので、予算がないのでという理由ではいけないというふうに思っております。この

目標を達成したものであるならば、そこで途中であっても打ち切ることは必要なのかも

しれませんけれども、そこら辺をしっかり踏まえまして、きちんと町が始めた事業であ

りますので、そこら辺の管理につきましては担当部局とも調整を図りながら、きちんと

遂行していきたいと思うところでございます。 

○議長（稲吉照夫君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（林 保克君） 救急一次医療対策事業費負担金についての御質問でありま

す。 

   岡崎市医師会の運営いたします夜間急病診療所におきまして、新型コロナウイルス感

染症の影響で受診者が大幅に減少しまして、それに伴い診療報酬が大きく減収となって

いるため、事業継続のため運営維持に必要な費用について補助の加算を行うものであり



- 7 - 

ます。 

   現在、本町におきます救急一次医療対策事業費この負担金につきましては、令和２年

度の当初予算で９４６万５,０００円の計上をしておりまして、大きく３つの事業に対

して負担をしております。その内訳でございます。岡崎市医師会の在宅当番医制運営事

業、岡崎歯科医師会の休日夜間診療所運営事業、そして今回補助の加算の対象となる岡

崎市医師会の夜間診療所運営事業でありまして、この事業分の本町負担金は５８８万８,

０００円となります。これらの事業実施に要する経費につきましては、岡崎市と幸田町

で、前年度１０月１日現在の人口比率により負担をしております。 

   今回の影響額につきましては、歳入における診療報酬の減収分が約９,４００万円、

そして減収の補填分が約１,７６０万円、これは備品購入、施設改修等の先送り分にな

ります。これを差し引きますと７,６４０万円の赤字となります。この７,６４０万円の

うち幸田町の負担分は９.８％のため、本町の影響額は７４８万７,０００円となります。

なお、具体的な受診者数につきましては、前年度、令和元年度の１万１,３６７人に対

しまして５７.８％減少の４,８００人を見込んでおります。 

   それから、何か対策は立てられましたかという御質問でした。 

   相当額が不足しているわけでございますけれども、夜間急病診療所の閉鎖、運営を中

止した場合、二次、三次救急医療機関への軽症患者の増加、重篤・重症患者への対応へ

の遅れ、患者の不安増加が懸念されるところであります。事業継続のため運営時に必要

な費用について補助の加算は行っていきたいと考えております。そして、岡崎市医師会

の対策としましては、今年度予算で備品購入、施設改修等を取り止めまして、全て次年

度以降に延期をしているところであります。それ以外につきましては、固定費のため、

減額することはできないとのことであります。 

○議長（稲吉照夫君） ９番足立君。 

○９番（足立初雄君） 町民の方は、岡崎市民も含めて、新型コロナウイルスに感染するよ

りは痛いけど我慢するかというようなことのほうを選ばれたんだろうというふうに思わ

れますが、一晩中痛さや高温の熱をこらえて不安な一夜を過ごされたというふうに思い

ます。私も子育てのときにはそういう経験があるわけでありまして、夜間の診療所のお

世話になったことがあります。医者に診てもらうとほっとするわけであります。子ども

の病気というのは急に悪化する、そういうことがありますので、夜間の診療所というの

は大変重要な役割を持っているというふうに思います。でありますから、今おっしゃっ

たような対策も必要だったと思うんですけれども、やはり町民、市民に対して、しっか

りと診療所はコロナ対策をしているから安心して受診してくださいというような、そう

いうアピールをぜひしていただいて、安心して受診ができるように取り計らいをしてい

ただきたいということであります。よろしくお願いをいたしまして、私の質問を終わり

ます。ありがとうございました。 

○議長（稲吉照夫君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（林 保克君） コロナ対策として、安心してＰＲをという御質問をいただ

きました。 

   医師会のほうに聞き取りをいたしまして、医師会としては、コロナ禍における診療所
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の受診しやすい体制づくりと、これを心がけておられます。受診前での車内での待機、

検温、消毒、一般患者と発熱患者の区分け、二次病院への案内など徹底した対策を行っ

て、安心して受診していただく体制をしているということでございます。 

   以上です。 

○議長（稲吉照夫君） ９番、足立初雄君の質疑は終わりました。 

   次に、１２番、水野千代子君の質疑を許します。 

   １２番、水野君。 

○12番（水野千代子君） 同じく総務管理費企画一般事業２００万円についてお伺いをする

ものでございます。 

   先回と今日の答弁のほうから、相互交流を行うための広域交流協議会の設立を目指す

ということでございます。町長を始め担当部局ということで、この協議会は町長また担

当部局ということでございますが、人数的にそれぞれの町また村の人数が決まっていた

らお聞かせを願いたいと思います。 

   それから、今回の２００万円の仕様でございますが、今回はそれぞれの東三河の設楽、

東栄、豊根、また本町のいいところも含まれたガイドブックを作るということでござい

ます。その中で３０ページほどの編集をして、１万部の印刷をするということでお聞き

をしているわけでございますが、この１万部というのは本町だけで配られるガイドブッ

クということで理解をしてよろしいのか、また数百部というのはほかのところの２町１

村へ持っていかれるのか、その辺についてお聞かせを願いたいと思います。 

○議長（稲吉照夫君） 企画部長。 

○企画部長（薮田芳秀君） 具体的な協議会の構成のイメージは先ほどちょっと御説明をさ

せていただいたとおりでございますけれども、人数的な部分につきましては、まだそれ

ぞれの市町におきまして担当の部局、これは決まっているところではございますけれど

も、そこにおきましてどこまで出していただくかというところについてはまだこれから

のお話になりますけれども、当然そこの部局でいきますと課長を始め、その上に部長が

お見えのところであるのであれば、そこら辺の役職の方、そして、あとは実際に係長級、

あるいはうちで言うＧⅬ級の方にも、事務局のような推進部隊としての関わりは持って

いていただくことは必要ではないかなというふうに思っておりますので、４市町ですか

ら、首長さん、そしてそこの事務方部局がそれぞれ町村の数掛けることの人数というこ

とになりますので、十数名の実際のメンバーにはそれくらいの方には関わっていってい

ただくものだというふうに思いますけれども、協議会としての名前の中にはどこまで含

めるかは今後の協議かなというふうに思っているところでございます。 

   そして、また基本は１万というふうにお答えさせていただいているわけですけれども、

全戸配布ですともう少し確かに必要なのかなというふうにも思いますので、その辺につ

きましては、また実際の印刷の段に部数調整をしていきたいというふうに思っておりま

すけれども、基本はこれは本町の予算で作っているものですので町内向けにこれは作成

していくものではございますけれども、協議会の中におきまして幸田町としてはこうい

うものを作らせてもらっているということで、紹介の意味では少しそれぞれの町村にお

分けして、相互交流ということでありますので、そちらのほうの町村においても活用し
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ていただいて一面幸田町のほうにも関心を持っていただくことができればありがたいの

ではないかなというふうに思っているところでございます。 

○議長（稲吉照夫君） １２番、水野君。 

○12番（水野千代子君） 協議会のほうは設立したときにしっかりと分かるということでご

ざいますので、またその内容等が決定をいたしましたら御報告を願いたいというふうに

思います。 

   それからガイドブックでございますが、やはり幸田町で２町１村の自然、文化だとか、

伝統だとか、そういうものを盛り込んだものを作る、本町の内容もそうでございますが。

それを作ったとしても、例えば幸田町は行くけれども、向こうの人たちは幸田町の魅力

を知ってもらえないんですよね、向こうも同じようなものを作らなければ。そういうふ

うに思うのですが、それが本町が２００万円をかけて先行して作って、向こうもよけれ

ば同じようなものを向こうの費用で作っていただきたいという、そういうものではない

かなというふうに思うわけでございます。こちらの２００万円を使ってあちらまで配る

というのは、私は、これはちょっと違っているのではないかなというふうに思います。

それぞれの負担で作っていただいて、それでお互いの相互交流ができるのかなというふ

うに思います。こちらから行く、向こうから来てもらう、それで初めて相互交流という

のが成り立つのではないかなというふうに思います。 

   それでは、設楽町と東栄町、豊根村の人口的なものが分かりましたら、それぞれお聞

かせを願いたいというふうに思います。幸田町と豊根村はチョウザメの養殖で少しは交

流が深まっているのかなというふうに思いますが、あとの設楽町と東栄町は今までは一

切ありませんでしたので、その辺の人口面、またそれぞれの文化、特色というか珍しい

ものがありましたら。先ほど少し花祭等も言われましたが、豊根村には芝桜の里がある

ようでございますし、また湯治場も東栄町にはあるよということでございますが、その

辺について少しこの２町と１村のことについて分かる範囲でお答えを願いたいなという

ふうに思います。 

○議長（稲吉照夫君） 企画部長。 

○企画部長（薮田芳秀君） 確かに今議員がおっしゃられるとおり、これは本町の予算を使

ってのガイドブックということでございますので、町はこういったものを作りましたよ

と。ですから、それぞれの市町において、この協議会を通してそれぞれの市町の住民に

対してどのようにこの事業を周知していくかは、やっぱりそれぞれの市町の、自分のと

ころのものはもちろん作ってみえると思うんですけれども、幸田町に関しますものにつ

いてもこちらの情報をお分けしながら、それぞれの市町で考えていただけることかなと

いうふうに思いますし、またそれぞれの３町１村の情報を出し合って作るのであれば、

これはやはり協議会の中で負担金を出し合って、それで共通のものを作っていくという、

こういったものが確かに考え方としては妥当であるのかなというふうに思いますので、

そこら辺も含めながら協議会の方向性の中で、共通のものを使うのであればそういった

ような考え方も必要ではないかというふうに思うところでございます。 

   そして、奥三河の町村に関しますことでありますけれども、まず設楽町でございます。

こちらにつきましては、これは調査時点では、人口は約４,６４３人というふうに伺っ
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ておりまして、観光といたしましては、こんにゃく村ですとか、田峯観音、田峯城とか、

いろいろございます。イベントも、したら森林まつりですとか、花祭、田峯田楽、田峯

観音奉納歌舞伎など、そういったようなものもございますし、それからよくジビエと言

われておりますようなイノシシの肉ですとか、トマト、えごまドレッシング、段戸牛、

天狗なすとか、そういったようなものもございます。そして、道の駅はアグリステーシ

ョンなぐらというものと道の駅つぐ高原グリーンパーク、道の駅したらとか、そういっ

たようなものがあるというふうに伺っているところでございます。 

   そして東栄町ですけれども、こちらも人口が調査時点では３、０６８人ということに

なっておりまして、観光的には、とうえい温泉ですとか、花祭会館、体験交流館のき山

学校、スターフォレスト御園、こういったようなものがあるというふうに聞いておりま

すし、イベントといたしましては、花祭ですとか、東栄フェスティバル、チェーンソー

アート競技大会、星空おんがく祭、そういったようなイベントがあるということで、特

産品といたしましては、東栄チキン、東栄さんさのお漬物、やまゆり羊かんなどがある

というふうに伺っております。 

   それから、豊根村でございますが、こちらは人口が１,０６６名というふうに伺って

おりまして、観光的には茶臼山高原ですとか、みどり湖、新豊根ダム、湯～らんどパル

とよね、こういったようなものがあるということでございまして、イベント的には、茶

臼山高原の芝桜まつりですとか、楓まつり、芋煮会、こちらにも花祭があるというふう

に伺っております。特産品は、トマトですとか、お茶ですとか、五平餅、ゆずなどがあ

るということで、道の駅が豊根グリーンポート宮嶋というところがあるというふうなも

のでございます。 

   ちょっとこれは概要的なものでございますけれども、そういったようなものも各市町

のいろいろな持ってみえる資源だということで認識をさせていただいているところでご

ざいます。 

○議長（稲吉照夫君） １２番、水野君。 

○12番（水野千代子君） ありがとうございます。 

   それぞれの町の人口が４,６００とか３,０００少し、また１,０００人ちょっととい

うことでございます。ほぼ山林に囲まれている町とか村ではないかなというふうに思っ

ているところではございます。今、言われたみたいに、道の駅とか様々な観光もあるよ

うでございますので、しっかりとしたガイドブックを作っていっていただきたいという

ふうに思います。 

   それから町民が、まずこのガイドブックがよかった、じゃあ、ガイドブックに沿って、

ここの町とか村に行ってみようというふうに思うのはやはり町民でございますので、町

民の皆様がしっかりとした内容を分かっていただくために私たち議員も説明責任がござ

いますので、分かった範囲でいろいろなことを出していただいて、また私たちからこの

ことについてのＰＲができれば私はいいのかなというふうに思っておりますので、その

辺の詳細もぜひともその都度出していただきたいというふうに思いますので、よろしく

お願いをいたします。 

   次に、社会福祉費、社会福祉総務一般事業、医療的ケア児等特別支援金２００万円に
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ついてお聞きをいたします。 

   医療的ケア児６人、ケア者１人、人工呼吸器を必要とされている方たちを１世帯当た

り２０万円を給付するものでございます。この方々は免疫力が低下されていますので、

人工呼吸器や手指の消毒など感染予防には特に気をつけて生活をされています。このこ

とについては多分喜ばれるというふうに思うところでございます。このことについての

申請から給付までの詳細をお聞かせを願いたいというふうに思います。 

○議長（稲吉照夫君） 企画部長。 

○企画部長（薮田芳秀君） 今、議員のほうから御指摘をいただきましたとおり、やはりこ

の事業は町民のために向けて行っていく事業であるというふうに思いますので、交流に

対します後押しをするためのガイドブック作成だというふうに思っておりますので、単

に物を作るだけではなくて、関心を持っていただいた次に行動を起こしていただけるよ

うな後押しができるようなものを施策として打っていくことかが必要かなというふうに

思っておりますし、そして何よりもこちらだけで思っていては、これは進みませんので、

情報に関しましても、ちょっと今回は情報がまた先回に引き続き出すことがしっかりと

事前にお伝えをしてなかったということにつきましては、また改めて反省を致すところ

でございますので、情報をきちんと出して、ぜひ皆様方の御理解もいただきながら事業

を進めてまいりたいというふうに思うところでありますので、またよろしくお願いいた

します。 

○議長（稲吉照夫君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（林 保克君） 給付金の申請から給付までの詳細をという御質問でござい

ます。 

   補正予算のほうをお認めいただき次第、年内に交付要領を作成いたします。年明けの

令和３年１月以降、広報こうた１月号及び幸田町の医療的ケア児在宅支援事業というの

がございます。こちらのほうで把握しております医療的ケア児等の方に個別で申請書を

郵送するなど、医療的ケア児等特別支援金給付事業について情報周知をしてまいります。

申請書が提出された後、必要に応じまして、添付書類等を含む内容を審査いたしまして、

受付月の翌月に指定された口座へ１世帯当たり２０万円の支援金を給付いたします。実

施期間のほうは３月末日までと考えております。長期化する新型コロナウイルス感染症

を始め、様々な感染症に苦慮されておられる方々です。感染防止対策を引き続き実施い

ただくよう支援金を給付いたします。 

○議長（稲吉照夫君） １２番、水野君。 

○12番（水野千代子君） 申請から給付までの流れは分かりました。個別に申請書を送付す

るということで、本人たちがすぐ確認はできるかなというふうに思いますし、人数的に

も少数でございますので、何とか給付漏れのないように給付をしていっていただきたい

というふうに思います。 

   それから、申請の際、今回は３月末日ということでございますので、申請を早くして

いただけるような、またそれまでに届かなかった場合は再度通知をしていくなり、電話

をするなりで申請の提出をお願いしていただくような、そういう丁寧な給付をお願いし

たいというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 
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   次に、保健衛生費、救急医療対策事業７４８万７,０００円でございます。これは先

ほどの足立議員の答弁の中から、人口比なのか受診者比なのかということで、人口比と

いうことで分かりました。今年度は、大体１万１,０００云々の人が受診をされるが、

今年度は４,８００人になったということで、５７.８％の減少だということで、そのた

めの補助金であるということでお聞かせをいただきました。要するに、人口比であった

というふうに思います。先ほどからも出ておりますように、救急医療というのは、日曜

日だとか休日の当直医等が、これが特に行ってもらう医師会だというふうに理解してい

るところでございます。広報こうたのほうにも、毎月そのような日曜・祝日の当直医療

機関とか薬局が全て出ております。この中にもさっき言われましたように、夜間救急診

療はここですよだとか、時間もここですよだとか、歯科の休日・夜間緊急診療はここで

すよということが詳しく出ております。それで、これを見ておりましても、やはり夜の

ここの医師会でありますと受付が１０時半で診療は１１時までだよということで出てお

ります。ということは２４時間対応ではないということでございますので、２４時間対

応のところというと、やはり二次救急になってしまうのかなというふうに思います。そ

のことについても、しっかりとした皆さんに周知等もここに載っておりますので、この

ように手当てをしていただければありがたいかなというふうに思います。 

   それから、大体先ほど言いました受診者数ですね。人口比で今回の補助金の割合は決

めたよと。しかし、幸田町がどのぐらいこの医師会に通ってみえるか、受診をしたのか

ということが、割合が分かりましたらお聞かせを願いたいというふうに思います。 

○議長（稲吉照夫君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（林 保克君） 先ほどの医療的ケア児等の方につきましては、これは遅れ

はやはり許されないかと思います。周知をするとともに、個別にしっかりと御案内をさ

せていただき、早く給付させていただく体制を整えていきたいというふうに思っており

ます。 

   それから、次の御質問で救急医療対策事業のほうでございます。 

   岡崎市の医師会の夜間診療所運営につきましては、３６５日夜間８時から１１時、こ

の３時間ということで内科、小児科、外科の３人体制で行っているということでござい

ます。毎月広報のほうに大事なことですので載せさせていただいておりまして、先ほど

の二次救急、これは藤田さんのほうが４月７日から開院をされたということで、この病

院についてはいつでも受診していただけるということで、町民の方も安心していただけ

る病院かというふうに思っているところでございます。こちらのほうの周知はしっかり

とこれからも努めていきたいというふうに思っております。 

   それから、夜間診療所の関係の幸田町の受診者であります。令和元年度、昨年度の数

字を申し上げますと、受診者数は全体で１万１,３６７人でありますけれども、そのう

ち本町の受診者数は９３８人ということで、率にいたしまして８.３％程度ということ

であります。 

   以上です。 

○議長（稲吉照夫君） １２番、水野君。 

○12番（水野千代子君） 令和元年度で１万１,３６７人の人が受診をされて、その中で幸
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田町は９８３人、８.３％だよということでございます。幸田町の方々は、やはり自分

の診療所を持っていたりだとか、健康面にはこんなに気をつけてみえるのかな、ほぼ受

診者数からいいますと岡崎市なのかなというふうに思うところでございます。これで、

人口比か受診者数比かというと少し細かくなりますので、全体の中で本町としては補助

金を人口割にしたよということでございますので、それはそれでいいのかなというふう

に思いますが、やはり幸田町といたしましても、いつでも、どこでも、何時でも、どん

な急病でも受け入れていただけるという、そういう二次救急ができたということは、私

は少しは町民の皆さんも安心かなというふうに思うところでございますので、しっかり

とした周知等もしていっていただきたいというふうに思うところでございます。 

   次に、健康の町推進事業、健康の道利用促進事業委託料で７０万円が計上されており

ます。これは委託料でございます。スマホを使ったウォークラリーを行うためのシステ

ム改修というふうに聞いております。子どもたちや高齢者にも分かりやすい内容のアプ

リをお願いしたいというふうに思います。この道の駅は、高齢者の方が主なのかなとい

うふうに一つは思いますが、しかし、家族連れで行かれる方もございますので、ぜひと

も子ども、また高齢者に分かりやすい内容のアプリを作っていただければいいかなとい

うふうに思いますが、その辺についての内容が分かりましたらお聞かせを願いたいと思

います。 

○議長（稲吉照夫君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（林 保克君） 繰り返しになりますけれども、先ほどの夜間診療を含めま

して医療体制、この窓口・受付等につきましては、引き続き周知のほうをしっかり努め

ていきたいというふうに思っております。 

   それから、次に、健康の町推進事業であります。子どもたちと高齢者にも分かりやす

いアプリをということの御質問でございます。 

   この事業につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う外出や行動の自粛等

に伴いまして、屋外で運動する機会が減っております。そうしたことから、身近な健康

の道をウォーキングしていただきまして健康増進を図っていただくということとともに、

地域の魅力を身近に感じていただきまして、健康の道の利用促進を図るために行いたい

というものでございます。 

   実施に当たりましては、感染症対策としまして、接触機会を極力減らすため、スマー

トフォン等によりましてＱＲコードを使用したデジタルスタンプラリーを開催しまして、

非接触型の対策も行ってまいります。詳細につきましては、来年度４月以降ウォーキン

グをしていただきまして、ウォーキングアプリでスタンプを集めて応募をしていただく

ということであります。 

   本町におきましては、初めてのデジタル機器を使うスタンプラリーでありますけれど

も、あくまでもこのアプリは健康の道のウォーキングラリーのみに使用するものであり

まして、また極めて簡単なものでございます。そのため、子ども、お年寄りも気軽に参

加いただくことが可能です。事前にアプリのインストール、こうしたものを促すことは

ありません。参加者は、実際にスマートフォン等を持参しまして健康の道へ直接行って

いただき、現地において健康の道上にあります３か所に設置したＱＲコード、こちらの
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ほうを読み込んでいただいてポイントを集めていただくというものです。ラリーに参加

するためには登録が必要ですけれども、この登録用のＱＲコードも同様に現地の３か所

に設置してございます。 

○議長（稲吉照夫君） １２番、水野君。 

○12番（水野千代子君） 分かりました。来年度からということでございますが、最後に、

ウォーキングラリーの周知方法をお聞かせを願いたいというふうに思います。 

○議長（稲吉照夫君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（林 保克君） 周知方法は、いろいろな方法で周知を努めていきたいと思

っておりますが、まずは広報の１月号、こちらのほうで２ページにわたりまして健康の

道ウォーキングで健康増進ということで特集記事を組んでおります。こちらのほうをま

ずはお読みいただいて、内容のほうを知っていただきたいと思います。また、その他ホ

ームページにも同じようなものを掲載をしてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（稲吉照夫君） １２番、水野千代子君の質疑は終わりました。 

   次に、１番、田境毅君の質疑を許します。 

   １番、田境君。 

○１番（田境 毅君） それでは、私のほうから大きく２点について質問いたします。 

   前回から伊澤議員、足立議員、水野議員それぞれから内容も答弁いただいております

ので、その中について確認を中心にさせていただきたいと思います。 

   まず、１点目ですが、歳出１５款、１０項、４０目企画一般事業で、三河町村広域交

流事業の委託料２００万円の部分であります。 

   いろいろと答弁をいただきましたが、やはり私の考えとしても、今回のガイドブック

は広域の交流を促すものであってほしいと思っておりますので、町民が自発的に行き来

する行動を後押しできるようなガイドブックというのがそのものの役割なのかなという

ふうに最初の提案のときに考えておりました。そういったところから、まずガイドブッ

クの役割について確認をしたいのですが、１日目の議案質疑で町長からもＧоＴоの短

い版ということでやっぱり促進をしていくということでありました。先ほどのいろいろ

な答弁の中でもお答えをいただきましたが、幸田町民に対して幸田町がまず行う。ただ、

相手方がありますので、広域で連携させていただく方々にも利活用していただくという

ことになりますと、やはり相互交流ができる内容を目指す、最初のこの協議会の中で目

指すべきかなと考えておりますが、そこのところをもう一度確認をしたいと思います。 

○議長（稲吉照夫君） 企画部長。 

○企画部長（薮田芳秀君） 今回、広域交流の協議会の設置と、そして町民の方に対しまし

て三河の町村間の交流促進を行うための意識を高めていきながら、次年度以降に奥三河

の町村間で観光ですとか、歴史ですとか、自然等の様々な分野におきまして人の行き来

が盛んになるような後押しをするようなガイドブックを作っていきたいというふうに考

えているところでございます。ですので、単にお祭りですとか、名物ですとか、景勝地、

こういったものを紹介するものではなくて、新たな発見がそこでちょっとできるような、

そこで暮らす人の目線などにおける何か紹介、そういったようなものを寄稿をしていき

たいなというふうに思いますし、それから具体的に周遊ルートですね、こういったよう
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なものも紹介をしていきながら、人の誘導のほうをしていきたいというふうに思ってお

ります。相互の人の行き来として、来町される方を呼び込む事業も今後の広域交流協議

会の中でそれぞれの町村間で協議をしていきたいというふうに考えているところでござ

います。 

○議長（稲吉照夫君） １番、田境君。 

○１番（田境 毅君） 内容は理解をしました。ぜひ、しっかりと協議会の中で狙うところ

はきちんと見据えた上で進めていただきたいと考えております。 

   その進める中においてちょっと気になるのが、この成果をどうやって見ていくのかと

いうところでして、例えば目標値か何かを掲げた上で事業が進めば、その目標に対して

どうだという見方ができると思いますが、今回は交流をする中でお互いに活性化をする

というのが最後の狙うところかなと感じておりまして、そうなると何をもってこの事業

がうまくいったかどうか。例えば、進める中でさらに高見を目指そうと思ったときには、

何が課題でどう進めたらいいかを考える、その評価をする目安がちょっとピンと来なく

て、そこのところをどう把握していくのかがありましたら教えてください。 

○議長（稲吉照夫君） 企画部長。 

○企画部長（薮田芳秀君） 確かに交流によって意識を高めていきますというものでありま

すので、それぞれの町民の方の内面に関わる部分のところであるということであります

ので、意識調査をしながら、そこのところで少しでも関心の度合いが高まったかどうか

というものを確認できていければいいのかなというふうにも思っているところではござ

います。そして、現時点では明確にはまだちょっと決まってはいないところであります

けれども、私どもの町が町民に対して行っていくのであれば交流イベントの開催、ある

いは町から出かける、こういったイベントがありますので出かけませんかというような

ことで、先ほども御紹介させていただいたように例えば奥三河の祭りですとか、あるい

は山の暮らしをちょっと体験しませんかとか、あるいは釣りですとか、里山の散策です

とか、キャンプ、星を見る会とか、いろいろなイベントなどもしながら、そこにいかに

町民に行動を取っていただけるような仕掛けができればいいのかなというふうにも思っ

ておりますので、そういった行事を立てること、そしてそこに人をどれだけ集めていく

のかとか、最終的には意識がどうなのか。やはり、これまでにもやっているから、あま

りこれぐらいでいいんじゃないかとか、そういうのであれば、そこはそこでまた方向を

ちょっと変えていかなければいけないものでもあるのかなというふうにも思いますし、

そういったものの中で、そして、またそれは土台としては協議会というものと、あるい

はそこにおきます町村間の協議の協定のようなものを結んでいきたいなと思っておりま

すので、そういったものが土台としてあることから、町村同士もそういったまずは意識

をきちんと統一していかなければ、それぞれの町においてそういった事業が進んでいか

ないということにもなりますので、参加の町村間でまずは意識を高めながら、効果を検

証できるような方法も併せてちょっとまだ具体的ではないですが、共通の意識の中でこ

れは考えていかなければ次につながっていかないというふうに思っておりますので、そ

ういった方向で考えていきたいというふうに思っているところでございます。 

○議長（稲吉照夫君） １番、田境君。 
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○１番（田境 毅君） 内容については、まだこれから検討が必要だということは十分私も

理解をしているつもりですし、協議会の中でいろいろと話し合われるということは感じ

ておりますので、ぜひそうしていただきたいと思います。特に、先ほどもちょっとお話

が出ましたけど、三ヶ根のスタンプラリーなんかは、やっぱり書いてもらった応募用紙

があると、その数で何人来たか分かったり、応募用紙を持っていかれた数で、来てはい

ないけどこれぐらいの方が興味を持って、関心を持たれているということが分かるんで

すね。確かにがばっと持っていかれちゃうと精度は悪くなるかもしれませんが、一応上

に顔を出してもらって渡すようなことをやっていただいているということも聞いており

ますので、精度を高めるやり方は多分運用の中でいろいろやれるのかなと感じておりま

すので、そういったところもぜひ参考に、ほかの町村とも話をしながらやれるといいか

なと思っております。 

   それから、先ほどの目標値だとか、狙うべきところ、判定基準ですね。判定基準なん

かが、行政のほうは意識をしていろいろと事業をやるわけですが、やはり町民の方もそ

ういったものを見たときに、結果としてこういうレベルだからもうちょっと行ってみよ

うかなだとか、今度はこっちをやってみようかな、ある意味新しい話も、これをやって

くれるんだったら、こんな事業もやってもらえるとありがたいなという声が出てくるよ

うなほうに仕向けることができるといいかなと思ってまして、やっぱり双方向、幸田か

らほかの町村に行くところ、ほかの町村から幸田に来られる方、双方向の活性化を図り

ながら進めれるような、まず一歩目のガイドブックにしていただきたいなと考えており

ます。やっぱり、広域交流全体の全容というんですかね、そういった全体像が町民にし

っかり伝わっていて、それがやっぱり最初の一歩であり、そこから行動が生まれると思

いますので、まずそういったところのポイントを今何か考えられていたら教えてくださ

い。 

○議長（稲吉照夫君） 企画部長。 

○企画部長（薮田芳秀君） 確かに議員のおっしゃられるとおり、広域交流の全体像という

ものを今回の補正予算で出してみたと。ところが、これって何だろうというような意識

が伝わっていかないと、せっかくの予算をつぎ込んだといたしましても本当に効果のな

いものになってしまうということになっていくというふうに思っております。なぜ奥三

河と今交流なのかとか、そして、それで何をするのかとか、そういったようなものの土

台の中に広域交流協議会による連携協定なりがまず結ばれることかなというふうにも思

っておりますし、そして、まずは行政が先鞭を切って事業展開をしながら政策的に人の

流れを作っていくようなことにしていくことかなというふうに思っております。そして、

その先には、住民の方が自らの意識の中で自分の生き方の中に奥三河で交流をしてみよ

うというような選択ができるような展開になっていけば、これが一番期待をしていくよ

うな展開なのかなというふうに思っているところでございますので、まずはどういう流

れでこういったものを作ってやっていくのかというような情報をきちんと町民の方にも

お知らせしながら、そこの中でいろいろな方を巻き込んだ事業にしていかなければなら

ないというふうにも思っておりますし、それから、その先にこの事業を委員が申されま

すように目標、それに対する数値、こういったものもあってこそまずはやった事業がど
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のくらいの成果だったのかというものが、これも御説明できるようなものになっていか

ないと、ただやりましたというものだけではちょっとその先続いていかないことにもな

りますので、その辺も踏まえまして、しっかりと協議もしながら、そして情報も出しな

がら進めたいというふうに思うところでございます。 

○議長（稲吉照夫君） １番、田境君。 

○１番（田境 毅君） 内容をいろいろと御説明ありがとうございます。 

   いろいろと事業が進んでいきますので、人的リソースの部分も多分業務負荷が増える

と思いますので、そういったところも含めて協議会でいろいろといい方向に検討いただ

きたいと思います。 

   ２問目に入りたいと思いますが、２５款、１０項、１０目健康の町促進事業で、健康

の道利用促進事業委託料７０万円について確認をさせていただきます。 

   水野議員などからも質問があり、いろいろと回答の中では大体分かりました。ウォー

キングラリー用のアプリケーションの導入ということで、そちらはＱＲを読み込むデジ

タルスタンプのアプリケーションを安価でシンプルなものを入れるという形かと思いま

す。ただ、こういったものはやっぱり最初に使った印象、第１回目の状況があまりこれ

は使えないなみたいな悪い印象を受けてしまうと、やはり２回目からはなかなか使って

もらえないようなものになりがちですので、そういった傾向にならないように一発目の

導入が肝心なのかと考えておりますので、狙いどおりのものに仕上げていただきたいと

考えております。 

   今回は本当に読み込むだけということですので、そんなに大きなトラブルはないのか

なとは考えております。ただ、ＩＣＴ活用の方向性も示されている中で、第一発目の初

回導入の代物ですので、ぜひ積極的に取り組んでもらう中にアプリケーションのその特

徴ですとかコスト面、こちらも精査をしながら使い勝手のよいもの、こういったものを

今後も導入を幅広くやっていただきたいと考えておりまして、そうやって考えますと今

回入れてもらうものには大きな機能はつけていないのですが、この先は、そこには先ほ

ど話もしました広域交流の観点でいけば、例えばＱＲを読むとそういった広域交流をや

ってるという事業がぽっと出てくるだとか、ポップアップで。少し事業自体がＰＲでき

るようなところも何か盛り込めるようなものが、もしもそんなに大きな金額をかけずに

できるとするならば、かなり有効ではないかなと思います。 

   それから、あと心配しているのが、今回はスマホを用いて読んでもらうという答弁が

ありましたが、スマホを持っていない方が仮にこういったことに参加しようと思ったと

きに、いわゆるデジタルスタンプ以外の例えば純粋に紙でやるようなところも並行して

いくのかどうかだけ教えてください。 

○議長（稲吉照夫君） 企画部長。 

○企画部長（薮田芳秀君） いろいろ御説明をさせていただいたところでございますけれど

も、今後、向こうの奥三河の市町におきましても、人口規模は１,０００人単位のとこ

ろでございまして、うちも含めてかもしれませんが、なかなか例えば協議会をやると、

人を新たに配置できるようなどこも体制であるわけではないというふうに思っておりま

すので、やはり従来から進めてきている各市町の観光ですとか人的なイベントですとか、
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そういった事業の延長の中にそれぞれの市町が補うような形で、あまりハードルをいき

なりこう上げて高い望みでやりましょうと言ってもなかなか御理解をいただけない、こ

ういったことではいけないというふうに思っておりますので、その辺も市町の状況も含

めながら、しかし、やると考えていく以上はこういった目標をきちんと持って、町民の

方の生活とか考え方、生き方の中にプラスになるような施策になっていきたいというふ

うに思うところでございます。 

○議長（稲吉照夫君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（林 保克君） 健康の道ウォーキングラリーであります。コロナ禍におき

まして健康二次被害、特に高齢者における感染症以外の生活、認知症、機能低下が懸念

をされております。その中で、高齢者につきましては約６割の方がインターネットやメ

ールを使用して、高齢者へのオンラインツール導入がもはや実現可能な段階に来ている

と、こういったことは全国的に承知しているところであります。 

   今回のウォーキングラリーの実施に当たりましては、全国的に幾つか参考となる事例

を探してみました。中には先ほど言われたとおり、紹介されるスポットの動画だとか写

真だとか、こういったものが現れるもの。それから、歩いた時間、歩数などが記録され

るものなどがございましたが、思っていた以上に高価なものが多く、初めての取組でも

ありますので、できるだけ安価にできるものを探したところであります。その結果、現

在行われております中部の道の駅、このスタンプラリーがございますけれども、このス

タンプラリーを参考に、この道の駅のスタンプラリーよりはずっと今回のほうが簡単な

アプリでございますけれども、予算計上をさせていただいたものであります。先ほど答

弁させていただいたとおり、健康の道ウォーキングラリーのみに使用するのでございま

して、日常的に町民の方に利用いただける、こういったものは将来的には対応していか

なければいけないというふうに思っているところでございますけれども、議員が考えて

おられるようなアプリではないので、その辺は申し訳ございません。 

   それから、持っていない方の参加ということで、やはりそういった方も見えますので、

そういった方につきましては、操作が分からない方も含めまして、チェックポイントに

あるＱＲコード表示看板を写真に撮っていただいて、紙の応募用紙に貼って応募してい

ただくということで、１００％の方が参加の対象となっていただけるということであり

ます。 

   それから、これは４月からの実施でございますけれども、それ以前に紙媒体によりま

すこのウォーキングを１月４日以降開始していきたいというふうに思っておりますので、

その点もよろしくお願いいたします。 

○議長（稲吉照夫君） 答弁は簡単明瞭にお願いいたします。 

   １番、田境君。 

○１番（田境 毅君） 内容につきましては理解をいたしました。 

   最後ですが、今話もちょっとしましたが、共用ですとか共通化、他事業への拡張性な

ど、そういった観点も、やはり仕組みの中では観点としては構築をしていくべきかなと

考えております。特に課を跨いでとか、いろいろなことが多分こういったＩＣＴを使っ

てくると活用できるところも出てくると思っています。それから、あと継続して活用し



- 19 - 

ていこうと思うと、やっぱり人的リソースは絡んでくるのではないかなと思いますし、

特にＩＣＴ関係でいくと、それをある程度知ってる方の配置を考えなければならないか

なというところも考える必要がありますので、組織体制も含めて少しそういった観点も

入れた上で、適切な時期に整えられるように構えをお願いしたいと思います。 

   以上で、質問を終わります。 

○議長（稲吉照夫君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（林 保克君） 御提言のほうありがとうございます。応援をいただきまし

たので、今回の事業をきっかけとして、健康増進施策はもとより、デジタル機器の他事

業への拡張性、こういった観点も考慮しながら、やり方について考えていきたいという

ふうに思っております。 

○議長（稲吉照夫君） １番、田境毅君の質疑は終わりました。 

   以上で、第８３号議案の質疑を打ち切ります。 

   次に、第８４号議案の質疑を行います。 

   本件は通告なしであります。 

   以上で、第８４号議案の質疑を打ち切ります。 

   これをもって、質疑を終結します。 

   ただいま、一括議題になっております第６６号議案から第８４号議案までの１９件は、

会議規則第３９条の規定により、お手元に配付の議案付託表のとおり、それぞれ所管の

常任委員会に付託します。各常任委員会委員長は、ただいま付託しました議案の審査結

果を来る１２月２１日までに取りまとめ、１２月２２日の本会議で報告をお願いします。 

   委員会の会議場はお手元に配付のとおりでありますので、よろしくお願いします。 

   以上をもって、本日の日程は終わりました。 

   本日は、これにて散会といたします。 

   次回は、１２月２２日、火曜日、午前９時から会議を再開いたしますので、よろしく

お願いいたします。 

   本日は、長時間、御苦労さまでした。 

                             散会 午後１０時１２分 

○議長（稲吉照夫君） ここで１点、連絡を申し上げます。 

   第７回議員ＦＴ会を、本日、午前１０時２５分から第２委員会室で開催いたしますの

で、御出席をお願いします。 

   以上であります。本日は、長時間御苦労さまでした。 
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